
地方創生関連交付金事業実施計画 

に掲げるＫＰＩの達成状況等について 

■ 地方創生加速化交付金

  【概要・目的】 
  一億総活躍社会（少子高齢化に歯止めをかけ、50 年後も人

口１億人を維持し、家庭・職場・地域で誰もが活躍できる社会）の

実現に向けた緊急対応として、「希望を生み出す強い経済」を実
現するため、また、「子育て支援」や「安心につながる社会保障」

も含めた「新・三本の矢」の取組に貢献するために創設された交

付金である。 

  【事業の対象】 

  地域のしごと創生に重点を置いた、効果の発現が高い事業 

  【期待される効果】 

  地方版総合戦略の取組の先駆性を高め、レベルアップの加速
化が図られることにより、地方における安定した雇用創出、地方へ

の新しいひとの流れ、まちの活性化など、「目に見える地方創生」

の実現に寄与する。 

  【効果検証】 

   総合戦略同様、事業実施に伴う効果について KPI を設定して
おり、その検証と事業の見直し等については、角田市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略推進委員会において行う。 

【資料２】 
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■ 地方創生加速化交付金事業の概要等 

 
  【交付金上の事業名称】 

   『小さくてもキラリと光る角田ブランド活用によるしごとづくり事業』 

 
  【事業期間】 

   平成 28年度から令和元年度までの４か年の事業 

 
  【事業費等】 

   平成 28年度  9,376 千円 

（財源内訳 交付金（10/10）：9,376 千円） 
   平成 29年度  6,122 千円 

（財源内訳 県補助金：313 千円、一般財源：5,809 千円） 

   平成 30年度  7,505 千円 
（財源内訳 県補助金：492 千円、一般財源：7,013 千円） 

   令和元年度   6,517 千円 

（財源内訳 県補助金：24千円、一般財源：6,493 千円） 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
食の創業支援実施プログラム 
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  【事業内容】 

   〔平成 28年度・平成２９年度〕 
    １．創業支援 

      『かくだ創業スプラウト』を設立し、市からの負担金（平成 28

年度：8,826千円、平成29年度：5,485千円）を財源に、『一
般社団法人 MAKOTO』に業務を委託し、ビジネススクールや

伴走型支援などの創業支援事業を実施した。 

       
    ２．移住定住支援 

      創業希望者等の移住・定住を促進するため、PR 用チラシ及

びポスターを作成し、市内外に広く周知を図った。 
 

   〔平成 30年度〕 

    １．創業支援 
      「かくだ創業スプラウト」が市からの負担金（6,500 千円）を

財源に『株式会社ｖeeell（ヴィール）』に業務を委託し、これま

でのビジネススクールや伴走型支援に加え、実効性のある「食」
の起業家育成プログラムを実施した。 

 

    ２．移住・定住支援 
      創業希望者等の移住・定住を促進するため、首都圏で開催さ

れる移住フェア等への参加・出展や仙台駅での広告掲載により、

市外への周知を図った。 
 

   〔令和元年度〕 

    1.創業支援 

      「かくだ創業スプラウト」が市からの負担金（6,500 千円）を

財源に『株式会社ｖeeell（ヴィール）』に業務を委託し、これま

でのビジネススクールや伴走型支援に加え、実効性のある「食」
の起業家育成プログラムを実施した。 

 

    2.移住・定住支援 
      創業希望者等の移住・定住を促進するため、首都圏で開催さ

れる移住フェア等への参加・出展により、市外への周知を図った。  

- 3 -



地
方

創
生

加
速

化
交

付
金

事
業

評
価

シ
ー

ト

№
指

標
名

現
状

分
析

今
後

の
取

組
（
改

善
）

2

「こ
め

・ま
め

・う
め

」を
活

用
し

た
新

た
な

特
産

品
の

開
発

数
※

創
業

支
援

事
業

計
画

に
基

づ
く
創

業
支

援
を

受
け

た
創

業
者

に
よ

る

商
工

観
光

課
0

（
平

成
2
7
年

度
）

品
0

品
0

品
0

品
0

品
8

品
✕

　
創

業
者

予
備

軍
を

発
掘

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

ス
ク

ー
ル

や
伴

走
型

支
援

（
ハ

ン
ズ

オ
ン

支
援

）
な

ど
に

よ
り

、
創

業
へ

向
け

た
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

「特
産

品
開

発
」
に

取
り

組
む

創
業

希
望

者
が

掘
り

起
こ

せ
て

い
な

い
。

　
今

後
も

、
か

く
だ

創
業

ス
プ

ラ
ウ

ト
（
角

田
市

創
業

支
援

協
議

会
）
を

構
成

す
る

関
係

団
体

と
の

情
報

交
換

、
連

携
を

図
り

な
が

ら
ビ

ジ
ネ

ス
ス

ク
ー

ル
や

伴
走

型
支

援
を

実
施

し
、

特
産

品
開

発
に

取
り

組
む

創
業

希
望

者
の

掘
り

起
こ

し
を

図
る

。

3

創
業

支
援

事
業

計
画

に
基

づ
く
創

業
支

援
を

受
け

た
創

業
者

の
う

ち
転

入
し

た
者

の
数

商
工

観
光

／
ま

ち
づ

く
り

交
流

課

0
（
平

成
2
7
年

度
）

人
0

人
0

人
0

人
0

人
4

人
✕

　
創

業
者

予
備

軍
を

発
掘

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

ス
ク

ー
ル

や
伴

走
型

支
援

（
ハ

ン
ズ

オ
ン

支
援

）
な

ど
に

よ
り

、
創

業
へ

向
け

た
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

市
外

か
ら

の
創

業
希

望
者

を
掘

り
起

こ
せ

て
い

な
い

。

　
今

後
も

、
か

く
だ

創
業

ス
プ

ラ
ウ

ト
（
角

田
市

創
業

支
援

協
議

会
）
を

構
成

す
る

関
係

団
体

と
の

情
報

交
換

、
連

携
を

図
り

な
が

ら
ビ

ジ
ネ

ス
ス

ク
ー

ル
や

伴
走

型
支

援
を

実
施

し
、

市
外

か
ら

の
創

業
希

望
者

の
掘

り
起

こ
し

を
図

る
。

✕

①
創

業
者

予
備

軍
を

発
掘

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

ス
ク

ー
ル

や
伴

走
型

支
援

（
ハ

ン
ズ

オ
ン

支
援

）
な

ど
に

よ
り

、
創

業
へ

向
け

た
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。
【創

業
実

績
】

　
・0

件
【創

業
支

援
内

容
】

　
・ビ

ジ
ネ

ス
ス

ク
ー

ル
　

受
講

者
2
8
名

（
延

べ
）

　
・伴

走
型

支
援

　
3
名

  
・市

内
外

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

構
築

　
参

加
者

5
8
名

（
延

べ
）

　
・食

の
起

業
家

サ
ポ

ー
ト

W
S
（
基

礎
編

）
　

1
名

　
・食

の
起

業
家

サ
ポ

ー
ト

W
S
（
実

践
編

）
　

2
名

【創
業

者
へ

の
優

遇
措

置
】

②
特

定
創

業
支

援
事

業
（
ビ

ジ
ネ

ス
ス

ク
ー

ル
や

伴
走

型
支

援
）を

受
け

た
創

業
者

に
対

し
て

次
の

よ
う

な
優

遇
措

置
が

あ
る

。
　

・登
記

時
の

登
録

免
許

税
の

軽
減

　
・創

業
関

連
保

証
の

特
例

　
今

後
も

、
か

く
だ

創
業

ス
プ

ラ
ウ

ト
（
角

田
市

創
業

支
援

協
議

会
）
を

構
成

す
る

関
係

団
体

と
の

情
報

交
換

、
連

携
を

図
り

な
が

ら
ビ

ジ
ネ

ス
ス

ク
ー

ル
や

伴
走

型
支

援
を

実
施

し
、

創
業

希
望

者
が

会
社

設
立

登
記

に
係

る
登

録
免

許
税

の
軽

減
な

ど
の

優
遇

措
置

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
支

援
し

て
い

く
。

人
5

人
12

人
0

人
3

人
5

1
創

業
支

援
事

業
計

画
に

基
づ

く
創

業
支

援
を

受
け

た
創

業
者

数
商

工
観

光
課

0
（
平

成
2
7
年

度
）

人

担
当

課
評

価
重

要
業

績
評

価
指

標
（Ｋ

Ｐ
Ｉ）

担
当

課
事

業
開

始
前

平
成

2
8
年

度
実

績
平

成
2
9
年

度
実

績
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

実
績

令
和

元
年

度
目

標

達
成

状
況

○
：達

　
 成

×
：未

達
成

- 4 -



■ 地方創生推進交付金 
 
  【概要・目的】 

     平成 28 年度からの地方版総合戦略の本格的な推進に向け、

地方創生の深化のために創設された交付金である。 
 

  【対象事業】 

     地方版総合戦略に位置付けられた、自主的・主体的で先導的
な事業 

 

  【期待される効果】 
     先駆的な取組等を後押しすることにより、地方における安定し

た雇用創出、地方への新しいひとの流れ、まちの活性化など、地

方創生の深化の実現に寄与する。 
 

  【効果検証】 

     総合戦略同様、事業実施に伴う効果についてＫＰＩを設定して
おり、その検証と事業の見直し等については、角田市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略推進委員会において行う。 

 
  【交付金上の事業名称・事業期間】 

   ①『Challenge Million 2016 道の駅からはじまる角田（まち）

づくり事業』（平成２８年度～平成 30年度） 
   ②『ニューツーリズムを核とした地域活性化プロジェクト』 

     （令和元年度～令和３年度） 

 

  【②の事業費等】 

     令和元年度  4,711 千円 

（財源内訳 交付金：2,355 千円、一般財源：2,356 千円） 
 

     令和２年度（当初予算）  35,620 千円 

（財源内訳 交付金：17,810 千円、一般財源：17,810 千円） 
 

     令和３年度（実施計画予算）  15,320 千円 

（財源内訳 交付金：7,660 千円、一般財源：7,660 千円） 
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■地方創生推進交付金事業（令和元年度～令和３年度）の概要 

 
  【事業の内容】※地域再生計画より抜粋 

    「道の駅かくだ」における賑わいを一時的かつ局所的なもので

終わらせず、市内各所にその賑わいを循環させるため、次に掲げる
「体験型かくだチャレンジ事業」及び「かくだ版スポーツツーリズム

推進事業」に取り組むもの。 

    事業の実施にあたり、オープン後間もない「道の駅かくだ」の管
理運営会社である『㈱まちづくり角田』が単独で新たな事業に着

手することの難しさを考慮し、かつ、多角的な意見の集約を行った

上で調査・研究を行い、より実効性のある事業を展開していくため
に、市民及び関係団体（『㈱まちづくり角田』を含む。）等で構成す

る『Challenge Million 市民会議』（以下「市民会議」という。）を

創設し、市民会議が体験型観光プログラム、かくだ版スポーツツー
リズム等を構築するとともに、今後当該事業の実施主体となる『㈱

まちづくり角田』に対し、事業の提案及びサポートを行う。 

    当該体験型観光プログラム等は、『㈱まちづくり角田』が実施主
体となり、道の駅かくだを賑わいの交流拠点としての機能を強化し

つつ、かくだスポーツビレッジの利用者の増を図るだけでなく、市内

に点在する観光地を結びつけ、地域経済の好循環を生み出すきっ
かけを創出するものであり、体験型観光プログラムの発着点を道

の駅とすることで道の駅かくだの利用者の増にも繋げていく。 

 
１ 体験型かくだチャレンジ推進事業 

     道の駅をプラットフォームとする地域資源をフル活用した体験

型観光を推進するため、体験型観光に係る計画策定、体制整備、

システム構築を行う。 

   (1) マーケティング調査、計画策定等 

   (2) 観光アドバイザー等の招聘 
   (3) 体験メニュー掘起し開発 

   (4) サイクルツーリズム用レンタサイクル導入 

   (5) 体験型イベント（グリーンツーリズム、サイクルツーリズム）運
営、プロモーション 

   (6) 観光周遊ルートの検討・策定 

   (7) 観光周遊ツアー（モニターツアー）の実施 
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２ かくだ版スポーツツーリズム推進事業 

     かくだスポーツビレッジと道の駅かくだが、スポーツを通じて健
康、子育て、まちづくり等をテーマに連携することで、交流人口の

拡大及び地域経済の活性化を目指す「かくだ版スポーツツーリ

ズム」を推進するにあたり、道の駅かくだを拠点とした連携事業を
展開するとともに、地域資源の一体的なＰＲを実施する。 

   (1) 地域資源の一体的なＰＲ（情報発信能力向上研修実施、道

の駅とスポーツ施設の地域資源コラボＰＲの実施） 
   (2) 健康づくり・賑わいの拠点化（ウォーキング拠点化イベント開

催、大会等の誘致、人材育成支援） 

   (3) 幼児向けの遊び場（スポーツをテーマとした幼児向けの遊
具を設置した遊び場（「キッズスポーツエリア」（仮）)を整備・

道の駅と連携活用 

 
〔令和元年度〕 

     「Challenge Million 市民会議」が市からの負担金（4,711

千円）を財源に次の事業を実施した。 
   

  １．「Challenge Million 市民会議」運営（21千円） 

 
  2.体験型観光振興プラン策定事業（2,345 千円） 

      今後、道の駅かくだをプラットフォーム化して実施する体験型

観光事業のシステムを構築するため、調査・研究を行った。 
    (1)角田市で行われた農業体験ツアーの実施結果について 

    (2)角田市のサイクルツーリズムの可能性について 

    (3)体験型観光ツーリズムコンテンツの検討について 

    (4)かくだ体験型観光ツーリズムアクションプランについて 

 

  3．観光需要ニーズ調査事業（399 千円） 
      市内の観光資源「JAXA、スペースタワーコウスモハウス、道

の駅」と季節の催事「牟宇姫ひなまつり」等を組み合わせたモ

ニターツアーの実施を予定していたが、令和元年東日本台風の
影響及び新型コロナウイルス感染症対策により、中止した。 

      定員 30 名に対し、69 組より参加申込があり、抽選により１２

組 30 名の参加予定だった親子に対し、観光需要、二次交通に
ついてのアンケートを実施した。 
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  4．かくだ版スポーツツーリズム推進体制・システム構築事業 

（1,946 千円） 
      「道の駅かくだ」とかくだスポーツビレッジの連携による賑わ

いの相乗効果を図り、かくだ版スポーツツーリズム事業のシステ

ムを構築するため、調査・研究を行った。 
    (1)かくだスポーツビレッジと道の駅かくだの一体的なＰＲ（チラ

シの作成・配布） 

    (2)ウォーキングによる健康拠点化 
①初心者向け健康ウォーキング教室の開催 

②ウォーキング指導者育成研修会の実施 

③ウォーキングステーション開設準備 
※新型コロナウイルス感染症対策を考慮し、一部中止した。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  〔参考：令和２年度〕 
     令和元年度に「Challenge Million 市民会議」において実施

したマーケティング調査、ニーズ調査等の結果に基づき、分野ごと

に事業の推進体制を整備するとともに、体験型観光システム及び

かくだ版スポーツツーリズムを構築する。また、初年度からの調

査・研究の結果、事業展開が可能なものについては、『道の駅か

くだ』を発着点とした体験型観光事業の実施を開始する。（予算
額：35,620 千円） 

   １．「Challenge Million 市民会議」運営（120 千円） 

   ２．体験型観光ツーリズムコンテンツ開発事業（3,500 千円） 
   ３．観光需要ニーズ調査事業（2,500 千円） 

   ４．かくだ版スポーツツーリズム推進体制・システム構築事業 

     （4,500 千円） 
   ５．幼児向け遊び場整備事業（25,000 千円）  
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地
方

創
生

推
進

交
付

金
事

業
評

価
シ

ー
ト

№
指

標
名

現
状

分
析

今
後

の
取

組
（
改

善
）

1
道

の
駅

か
く
だ

売
上

高
商

工
観

光
課

0
（
平

成
3
0
年

度
）

千 円
2
7
6
,2

8
9

千 円
2
7
9
,0

0
0

千 円
⤴

　
平

成
3
1
年

4
月

1
9
日

に
平

成
最

後
の

道
の

駅
と

し
て

開
業

。
来

場
者

、
売

り
上

げ
と

も
に

順
調

な
滑

り
出

し
と

な
っ

た
が

、
1
0
月

の
令

和
元

年
東

日
本

台
風

や
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

よ
る

外
出

自
粛

の
影

響
に

よ
り

年
度

後
半

は
厳

し
い

状
況

と
な

っ
た

。

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

終
息

が
見

通
せ

な
い

状
況

の
中

、
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

が
困

難
な

状
況

に
あ

る
。

今
後

の
状

況
を

見
極

め
な

が
ら

K
ス

ポ
と

も
連

携
を

図
り

な
が

ら
売

り
上

げ
を

伸
ば

す
努

力
を

し
て

い
く
。

達
成

状
況

○
：
達

  
 　

 成
⤴
 ：

達
成

見
込

⤵
 ：

 要
 努

 力
－

：
算

定
不

能

⤵

①
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
実

施
は

行
っ

て
い

な
い

。
（
令

和
元

年
度

計
画

な
し

）
②

阿
武

隈
急

行
と

連
携

す
る

モ
ニ

タ
ー

ツ
ア

ー
は

令
和

元
年

東
日

本
台

風
災

害
の

影
響

に
伴

い
中

止
し

た
。

③
子

育
て

世
代

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
計

画
し

た
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

は
、

開
催

直
前

に
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
中

止
し

た
。

（
定

員
3
0
名

に
対

し
、

6
9

組
よ

り
参

加
申

込
が

あ
り

、
抽

選
に

よ
り

1
2
組

の
親

子
が

参
加

予
定

だ
っ

た
。

）
④

参
加

予
定

者
に

モ
ニ

タ
ー

ツ
ア

ー
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
、

角
田

市
に

対
す

る
観

光
ニ

ー
ズ

が
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

た
。

⑤
初

年
度

は
、

か
く
だ

ス
ポ

ー
ツ

ビ
レ

ッ
ジ

と
道

の
駅

か
く
だ

が
連

携
し

た
ス

ポ
ー

ツ
型

体
験

事
業

を
試

験
的

に
実

施
。

令
和

元
年

東
日

本
台

風
や

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

に
よ

り
、

1
0
回

の
う

ち
４

回
実

施
し

、
い

ず
れ

も
定

員
を

超
え

る
予

約
が

あ
る

な
ど

ニ
ー

ズ
把

握
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

①
道

の
駅

か
く
だ

を
拠

点
と

し
た

体
験

型
観

光
メ

ニ
ュ

ー
の

開
発

、
実

施
を

行
っ

て
い

く
。

②
複

数
の

モ
ニ

タ
ー

ツ
ア

ー
を

企
画

し
、

観
光

ニ
ー

ズ
の

掘
り

起
し

に
取

り
組

み
な

が
ら

、
地

域
公

共
交

通
の

活
用

策
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
。

③
ス

ポ
ー

ツ
体

験
型

事
業

は
、

感
染

症
対

策
を

十
分

に
講

じ
な

が
ら

、
秋

以
降

の
再

開
を

目
指

し
、

事
業

の
定

着
化

を
目

指
す

。
　

ま
た

、
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ

ズ
ム

等
の

体
験

型
観

光
事

業
の

開
発

、
実

施
も

行
っ

て
い

く
。

担
当

課
評

価

1
4
8

人
1
,9

4
0

人

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

担
当

課
事

業
開

始
前

令
和

元
年

度
実

績
令

和
３

年
度

目
標

2
体

験
型

観
光

メ
ニ

ュ
ー

利
用

者
数

商
工

観
光

課
／

ま
ち

づ
く
り

交
流

課
／

生
涯

学
習

課

0
（
平

成
3
0
年

度
）

人

3
か

く
だ

ス
ポ

ー
ツ

ビ
レ

ッ
ジ

利
用

者
数

生
涯

学
習

課
2
6
1
,0

1
4

（
平

成
3
0
年

度
）

人

  
1
0
月

の
令

和
元

年
東

日
本

台
風

被
害

に
よ

り
、

利
用

者
数

の
多

い
総

合
体

育
館

、
陸

上
競

技
場

、
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
が

3
月

ま
で

利
用

で
き

な
い

状
況

に
な

り
、

早
め

に
復

旧
再

開
し

た
施

設
も

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

よ
り

、
3
月

は
利

用
停

止
、

制
限

を
行

っ
た

結
果

、
前

年
度

よ
り

大
幅

に
利

用
者

数
が

減
少

し
た

。
【
令

和
元

年
度

実
績

内
訳

】
　

　
(前

年
比

▲
5
9
,0

1
4
人

)
・
総

合
体

育
館

4
8
,8

7
9
人

(▲
3
1
,0

5
6
人

)
・
温

水
プ

ー
ル

6
9
,8

1
4
人

(▲
8
,4

6
8
人

)
・
陸

上
競

技
場

2
0
,2

4
5
人

(▲
1
3
,4

1
6
人

)
・
野

球
場

7
,4

0
5
人

(▲
1
,1

7
2
人

)
・
多

目
的

運
動

場
5
,2

4
0
人

(▲
1
,1

7
7
人

)
・
多

目
的

芝
生

広
場

6
,7

8
4
人

(▲
1
,6

8
7
人

)
・
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
1
3
,5

8
0
人

(▲
4
,7

9
0
人

)
・
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
場

2
4
3
人

(3
1
人

)
・
交

通
公

園
自

転
車

1
7
,1

6
7
人

(4
,6

0
6
人

)
・
ス

ポ
ー

ツ
交

流
館

1
2
,6

4
3
人

(▲
1
,8

8
5
人

)

①
災

害
復

旧
工

事
の

完
了

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
収

束
に

よ
る

再
開

に
向

け
、

災
害

復
旧

工
事

の
早

期
竣

工
を

目
指

す
。

②
C

h
al

le
n
ge

 M
ill

io
n
市

民
会

議
の

取
組

・
道

の
駅

と
ス

ポ
ー

ツ
の

連
携

を
図

り
、

健
康

づ
く
り

の
拠

点
化

を
目

指
す

。
・
交

通
公

園
内

に
新

た
に

大
型

遊
具

を
設

置
し

、
幼

児
の

遊
び

の
場

を
提

供
す

る
。

③
ス

ポ
ネ

ッ
ト

か
く
だ

の
活

動
の

定
着

化
ス

ポ
ネ

ッ
ト

か
く
だ

の
活

動
の

定
着

化
を

支
援

し
、

市
民

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

を
向

上
さ

せ
、

施
設

利
用

の
増

加
を

図
る

。

2
0
2
,0

0
0

人
2
8
5
,0

0
0

人
⤵
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